
【Memory Media Utility リリースノート】           2026/2/6 

 Memory Media Utility Software Ver. 5.3.0 の Win/Mac版をリリースします。 

 本ドキュメントでは Memory Media Utility のインストール方法と使用上の注意事項について説明します。 

  SBAC-T40などの SxS Reader/Writer および PSZ-SC48/96 などの Portable Storage 本体同梱の取扱説明書と 

合わせてご覧ください。 

 

【V5.3.0 で対応した内容】 

 

 ・新 macOS 26 Tahoe に対応しました。 

・メディア管理情報データベースのインポート/エクスポートに対応しました。 

        詳細については、後述する【メディア管理情報の別 PC への引継ぎ方法】を参照ください。 

 

【動作環境】 

  この Memory Media Utility Ver. 5.3.0 は下記の環境で動作確認済です。 

 

  対応 OS  

   ご注意）Windowsには注意すべき制限事項がありますので、末尾「Windows 環境について」を参照ください。 

   Windows 10 Pro 64 bit 22H2 ESU ※1 

Windows 11 Pro 64 bit 25H2 

     macOS Sonoma  14.8.3  ※2 

      macOS Sequoia 15.7.3  ※2 

      macOS Tahoe   26.2    ※2 

    ※1 Microsoft 社から提供される Windows 10 の拡張セキュリティ更新プログラム(ESU)の購入が必要です。 

      ※2 Intel Mac 製品および、Apple シリコン搭載 Mac 製品に対応しています。 

(Apple Silicon 搭載 Macの場合は、「セキュリティポリシーの設定」を行なう必要がある場合があります。 

詳細は、後述する「インストール方法」を参照下さい。) 

  Memory 

     4 GB 以上 

  HDD の空き容量 

     500 MB 以上 

ご注意：  上記の動作実績は、すべてのコンピューターに適用されるものではありません。 

 

【Memory Media Utility のインストール方法】 

  MemoryMediaUtility_5_3_0_mac/win.zip を解凍します。 

 

  Mac：MemoryMediaUtility_5_3_0_mac.dmg をダブルクリックして、インストーラーの指示に従ってください。 

Mac 版は、これまでに登録したメディア管理情報（データベース）を引き継ぐため、バージョン 5.3.0 の

インストーラーで、上書きインストールしてください。 

また、インストールする際は、後述する、システムソフトウェアの許可を行なって下さい。 

設定情報を確実に反映するため、インストール後、OS の再起動をお願いします。 

Win：「プログラムの追加と削除」から、Memory Media Utility の旧版を削除して、PC を再起動してください。

MemoryMediaUtility_5_3_0_win.exeをダブルクリックして、順次表示される指示に従って操作すると、イ



ンストールされます。 

  ご注意:バージョン 4.6.0 以前のアンインストーラーで削除すると、メディア管理情報は削除されますので、

ご注意下さい。なお、バージョン 4.7.0 以降のアンインストーラーは、引き継げるようにメディア登録

情報を残すようにしています。 

 

・セキュリティポリシーの設定 

Apple Silicon 搭載 Macにインストールする際は、セキュリティポリシーの設定変更が必要です。 

 

Apple シリコンを搭載した Mac に「Memory Media Utility」をインストールするときは、あらかじめ下記の手順

でセキュリティポリシーの設定を「低セキュリティ」に変更する必要があります。 

 

1. Apple シリコンを搭載した Macで、アップルメニュー ＞ [システム終了]と選択してコンピューターの電源 

を切ります。 

2. [起動オプションを読み込み中]と表示されるまで電源ボタンを押したままにします。 

3. [オプション]をクリックしてから、[続ける]をクリックします。 

     

4. macOS 復旧でユーザ選択が求められる場合は、[次へ]をクリックし、必要に応じて、管理者アカウントのパ

スワードを入力します。 

5. [復旧」アプリケーションで、[ユーティリティ] ＞ [起動セキュリティユーティリティ]と選択します。 

6. 使用する起動ディスクを選択します。ディスクが FileVault で暗号化されている場合は[ロックを解除]をク

リックし、パスワードを入力してから[ロックを解除]をクリックします。 

7. [セキュリティポリシー]をクリックします。 

8. [低セキュリティ]を選択し、[確認済みの開発元から提供されたカーネル機能拡張のユーザ管理を許可]チェ

ックボックスを選択して、レガシーのカーネル機能拡張を使用するソフトウェアのインストールを許可しま

す。その際、必要に応じて管理者アカウントとパスワードを入力します。 

9. Mac を再起動して変更内容を適用します。 

 

・macOS 26.2 や 15.7 あるいは 14.8 にインストールする際は、システムソフトウェアの許可が必要です。 

 

下記のように「システム環境設定」画面を開き、読み込み許可が要求されている場合、必ず「システムソフトウ

ェアの読み込み」を”許可”してください。 

上書きインストールの場合など、前回のインストール時にすでに許可されている場合は不要です。但し、新しく

追加された物がある場合は、それらもチェックするようにしてください。 

 



[System Settings]から[Privacy & Security]を開きます。 

1. "ブロックされているシステムソフトウェア"の右側にある、許可ボタンを押してください。 

2. 管理者 ID とパスワードを入力してください。（下図参照）

  

 

【言語対応について】 

    本ユーティリティは、システムの言語環境にあわせて、言語(EN/JP)の切り替えを自動的に行ないます。 

 

【制限事項】 

Mac との USB3.0 接続について 

 Mac 標準搭載の USB3.0 ポートに SxS リーダーライターを接続してご使用ください。 

 他社製の USB3.0 カードは SxS リーダーライターを正しく認識しなかったり、データ転送が正しく行われなか

ったりする場合があります。特に、クリップファイルの転送を行なった際は、必ず、Catalyst Browseなどの

アプリケーションで、ファイル転送が確実に行われているか、確認するようにしてください。 

 

【注意事項】 

1. 操作上の注意 

 OS がメディアをマウントする前に本ソフトウェアで操作を行なうと、コンピューターが不安定になる場合が 

あります。 

 必ずメディアアイコンがデスクトップに表示されてから、本ソフトウェアでの操作を行なってください。

(Mac) 

 OS 起動前にメディアを接続してしまうと、OS 標準のファイルシステムドライバでマウントしてしまうため、

アクセスが遅くなります。このため、OS が起動してから、メディアをマウントするようにしてください。

(Win/Mac) 

 



 SxS メモリーカードのフォーマットについて 

 Finderや Explorer、その他アプリケーションなどでメディアを開いたり、アクセスしている場合は実行でき

ません。 

 操作中に、万一ケーブルを抜いてしまった場合、メディアが壊れるか、コンピューターが不安定になる可能性

があります。もしそうなった場合は、少し待ってから SxS メモリーを再挿入するか、コンピューターを再起

動して下さい。メディアやリーダーライターが壊れていなければ、正常状態に復帰します。  

 

 SxS リーダーライターのファームウェアアップデートについて 

・ファームウェアのアップデートをする前に後述する、「マシン環境の設定」を確認してください。 

・PCと SxSリーダーライターの接続が不安定 (認識されたりされなかったり、認識が勝手に解除されたり等) 

 の場合は、ファームウェアアップデートに失敗する危険性がありますので、実施せずにサービス窓口へご連絡 

 ください。 

 ・ファームウェアアップデート中にケーブルを抜いたり、PC の電源を切ったりすることは、絶対にしないでくだ

さい。 

 ・もし「アップデートに失敗しました」のメッセージが表示された場合は、 

  そのまま USB ケーブルを抜かずに、再度ファームウェアアップデートを実行してください。 

 ・SxS リーダーライターに記録メディアが挿入されているとファームウェアアップデートが実行できませんので、 

  記録メディアは取り外した状態で行って下さい。 

 ・ファームウェアアップデート後は、PC から SxS リーダーライターを取り外した後、５秒以上間隔を空けてから 

  再接続して下さい。 

 

2. マシン環境の設定 

ドライブの正常動作の妨げになる可能性がありますので、電力モードはハイパフォーマンスをお勧めします。

もしくは、一時的に自動スリープを解除した状態でご使用ください。 

 

Mac Laptop 製品の場合、Apple メニューの システム環境設定＞バッテリーを選択し、下記項目で変更します。 

・バッテリーの 低電力モード・・・ Never（なし）に設定する、もしくは、チェックを外す 

・Option 内の可能な場合はハードディスクをスリープさせる ・・・Never（なし）に設定  

（ディスプレイオフ時間のスライド設定がある場合、可能であれば Never（なし）に設定してください） 

Mac Laptopもしくは Mac Desktop (Intel Mac)製品の場合、Apple メニューの システム環境設定＞省電力もし

くはバッテリーを選択し、下記項目で変更します。 

・Power Napを有効にする・・・・無効にする 

 

以下のようなストレージ管理ソフトについても、一時的に無効にするか、その管理対象から除外することを 

推奨します。 

例）常駐型のアンチウイルスソフト、バックアップツール、自己暗号化ドライブ管理サービス、RAID管理ソフ 

   トウェアなど 

 

3. SxS メモリーカード､ SONY Portable Storage/Professional RAID の初期化について 

   OS 標準のフォーマット機能で初期化しないで下さい。 ソニー製カムコーダやプレーヤー・レコーダでマウント

できない可能性がありますので、必ず、本ソフトウェア でフォーマットして下さい。 

 



4. Memory Media Utility をご使用になる場合、もしくは、UDF フォーマットされたメモリーカードを使う場合 

Memory Media Utility を使う場合や UDF フォーマットされた SxS メモリーカードに関する機能を使用する場合

には、SxS UDF Driver V5.1.0（Mac）、V2.6.0(Win)をインストールする必要があります。弊社のサイトよりダウ

ンロードし、インストールしてください。 

      https://www.sony.jp/xdcam/download/  

 

5. SxS リーダーライター”SBAC-T40”、もしくは、ExpressCard スロット で SxS Memory Cardを使うには 

SBAC-T40 や PC の ExpressCard スロットに接続して SxS Memory Card を使用する場合は、SxS Device Driver 

V5.2.0(Mac)、V3.1.0(Win)をインストールする必要があります。弊社のサイトよりダウンロードし、インストー

ルしてください。 

      https://www.sony.jp/xdcam/download/ 

 

6. SxS PROXメモリーカードを使うには 

古い SxS リーダーライター用ファームウェアの場合、接続が安定しない場合があります。 

その際は、本ソフトウェアに同梱されている、最新のファームウェアに更新することで改善できます。 

 

7. OS が SxSメモリーをマウントする前に、SxS リーダーライター機器からメディアを取り出したり、アプリケー 

ションで操作を行なったりすると、コンピューターが不安定になる場合があります。 

 

8. Macで SBAC-T40に SxS メモリーカードが再マウントされない不具合の対策(macOS Sonoma、Sequoia、Tahoe) 

MacOS DiskUtility.appなどの一部のアプリケーションで取り出し操作を行うと「取り出しに失敗しました」 

メッセージが表示される場合がありますが、実際には取り出しできていますので、実害はありません。 

  

9. Mac のボリュームラベルの制限について 

  macOS によっては、ボリュームラベルの１文字目に半角スペースを入力することが可能ですが、この場合、Finder

や Desktop上で"Untitled"と表示されることがあります。 

 

10. Mac で SxS メモリーカードを FAT32 でフォーマットした場合の制限について 

OS によっては、FAT32 でフォーマットすると、MacOS 同梱の DiskUtility.app や Memory Media Utility のボ

リューム名が"NO NAME"と表示される場合があります。 

 

【Windows 環境について】 

・Windows10 および Windows11 に導入された Defender の新機能による影響について、ご案内いたします。 

 

Defender に「ランサムウェアの防止」機能が搭載されましたが、Windows Security 画面の「ランサムウェア防止

設定」の中で、コントロールされたフォルダーアクセスが 『ON』に設定されていると、Memory Media Utility は

正常に動作しないことがあります。 

動作しない場合は、下記の５つのソフトウェアを「許可されたアプリを追加する」に加えてください。 

フォルダー            ： C:\Program Files (x86)\Sony\Memory Media Utility 

アプリケーションソフトウェア： SxSCardReader.exe 

                               SxSMmUtil.exe 

 



・Windows11 22H2 から導入された Smart App Control (SAC) による影響について、ご案内いたします。 

 

Windows11 22H2 から利用可能になりましたスマートアプリコントロール (Smart App Control、以下 SACと略) が

「オン」に設定されている場合、Memory Media Utility を起動すると「このアプリの一部がブロックされていま

す」と表示されることがあります。これは、SAC によって、そのアプリのデジタル署名をクラウド上でチェックで

きない場合などで発生します。 

  

SAC の主な仕様は以下となります。 

1. Windows11 22H2 以前のバージョンからアップグレードした PC では SAC は有効化されません。 

2. Windows11 22H2 を新規インストールした PCは最初に評価モードとなります。評価モード中は、影響ありませ

んが、評価モード中に Windows が PC の使われ方を学習した結果、ON にすると判断した場合、SAC が ON となり

ます。 

3. SAC が評価モードの判断で ON となった後、SAC を手動で OFF に変更すると、永続的に OFF となります。 

もし、「このアプリの一部がブロックされています」が表示された場合、 

・インターネットに接続することで、ご使用になれます。 

・インターネットに接続できない環境でご使用になりたい場合は、一度、インターネットに接続した状態で、 

本ソフトウェアを一度、アンインストールして、再インストールしてください。その後、Windows OS を 

再起動して、本ソフトウェアの Utility アプリケーションがブロックされずに起動すること確認してください。

以後はネットワークを接続せずにご使用できるようになります。 

 

なお、SAC 機能自体を OFF して無効化することも可能ですが、セキュリティを担保するための機能のため、 

推奨しません。 

＜ご参考＞ 

Windows 22H2 以降が初期セットアップされた PCや、OS をクリーンインストールした PC は、SAC 機能が 

有効化される場合があります。 

 

【メディア管理情報（Database）の別 PC への引継ぎ方法】 

 Windows PC 同士、Macintosh PC 同士で、新しい PC にメディア管理情報を引き継ぐことが出来ます。 

1. Memory Media Utilityの File メニューを開き、「Backup Database」を選択します。 

 

2. 注意喚起のダイアログが出力されるので、内容を確認して問題なければ、「OK」を押します 



 

3. ファイル選択ダイアログが表示されるので、メディア管理情報の保存先を決めて、Buckupを開始します 

             （出力ファイル名の例： MMUDB_YYYYMMDD-xxxxx.db） 

 

4. Backup 成功のダイアログが出力されたら、「OK」を押して、Memory Media Utility の通常画面に戻します 

 

5. メディア管理情報の DB 引継ぎ先 OS※にて Memory Media Utility を起動し、「File」メニュー下の「Restore 

Database」を選択します。 

 ※ 同じ種類の OS 間で引き継ぐことが出来ます。例えば、Windows PC で Exportした Database は、別の 

   Windows PCに Import できますが、Macintosh PC には Import できません。 

 

6. ファイル選択ダイアログが表示されるので、取り込む DBファイルを選択して、Restore を開始します 

 

7. 取り込んだメディア管理情報を反映するため、OK を押して Memory Media Utilityを再起動してください 

 

  ---------------------------------------------------------------------------- 


